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顔の裏側が見える？

経済産業省　製造産業局
ファインセラミックス室長　岩野　宏

　7月にファインセラミックス室長に着任いたしました岩野です。いきなり「顔の裏側が

見える？」などと書くと、一体何だと思われるでしょうが、これは昔登山をしていた頃の

体験に基づく私の戒めの句であります。

　実は最近はすっかり登山にはご無沙汰で、山道具にプラスアルファされる荷物以外の

何ものでもない子供が、いつしかポーターをやってくれるようになることを密かに期待

しつつ、オートキャンプ程度でその欲求を紛らわせている次第ですが、昔はそれなりに

登山というものをやっておりました。山というのは不思議なもので、登っている最中は

いつも来たことを後悔しているものです。ここに来ていなければ今頃はゆっくりビール

を飲みながら高校野球でも見ていられるのに、といった具合に。しかし、いざ登り始める

と、やがて曰く言いがたい境地に至るのです。美しい言い方をすれば「無の境地」なのか

もしれませんが、実態は、むしろ雑念で頭を一杯にすることで苦しさを紛らわしている

ような状況。山に登ると下界のことはすっかり忘れると思われるかもしれませんが、ま

だまだ解脱には程遠い凡人は、登る以外にすることのない状況下で、実に様々なことを

考えるのです。プライベートな楽しい話もあれば、山を降りたらすぐ取り掛からなけれ

ばならない面倒な仕事のことも。ただし、不思議なことに感情が伴わないのです。昔の楽

しい思い出に力づけられるわけでもなく、かといって来週の仕事のことを思い出して暗

くなるわけもなく、取りとめもなく色々な思いが駆け巡るのです。

　これが「自分の顔の裏側が見える」境地です。普段考え事をしていると、いやな上司に

対して腹を立てたり、うまく仕事をこなした自分に得意になったりするものですが、そ

んな感情を伴うことなく、淡々とあんなこともあったな、こんなこともあるな、と色々な

思いが浮かんでは消え、浮かんでは消えていくのです。有体に言えば、体がきつくて、と

てもいちいち喜んだり怒ったりする余裕がないということなのかもしれませんが、そう

やって小一時間も歩を進めていくと、ふと色々な場面の自分を、内側からぼうっと見つ

めている今の自分に気づく、つまり自分の顔の裏側が見えるのです。

　別に、そうした体験から自分の人生を変えるような大きな教訓を得たりした訳ではあ

りません。しかし、今の我が身を振り返ると、日々の忙しさに取り紛れ、自分の来し方行

く末をじっくりと考えてみる機会がいかに少なくなっているかに気づきます。幸か不幸

か、片付けなければならない仕事は目の前にいくらでもあります。ともするとそれに押

し流されて過ごすだけでも仕事をした気になってしまうのですが、時には立ち止まって、

「自分の顔の裏側を見る」境地で、自分の生活、仕事振りを見つめなおすことも必要では

ないか、ふとそういうことを考えるのです。

　ファインセラミックスという分野も、日本の将来を支える技術と注目されるようになっ

てから早くも２０年余りが経っております。ファインセラミックス室長として、「自分の

顔の裏側を見る」境地で、もう一度ファインセラミックスのあるべき姿に思いを馳せて

いこう、と考えております。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

２００６年度研究成果発表会を開催

　7月5日（水）東京科学技術館および7月25日（火）名古屋市中小企業振興会館で2006年度研究成果発表会を開催しま
した。
　外部講師による特別講演の後、口頭による9件の研究成果発表と49件のポスター展示を行いました。来場者は、東京
会場150名、名古屋会場270名と両会場とも昨年度を上回る多数のご来場をいただきました。
　ご出席の方々に「新規性、独創性」、「発表の分かり易さ」、「関心度」を選択記入するアンケート調査を行い、「高配向CNT」、
「水素分離膜」、「電子顕微鏡技術」、「最大歪記憶センサ」に対し、高い評価をいただきました。ポスター展示会場におい
て実物展示物もあり、「アスベスト無害化」、「ＣＮＴ膜キャパシタ」の関心が高く、活発な意見交換が行われ、成功裡に
発表会を終了することができました。

【特別講演】

東京会場　：「NEDO技術開発機構の今後の運営方針」
　　　　　　独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構   理事 　本城 薫氏

名古屋会場：「ナノテク・材料に関する研究推進」
　　　　　　独立行政法人　物質・材料研究機構   理事長　 岸 輝雄氏

【研究発表】

１「高効率高温水素分離膜の開発プロジェクトの研究概要」

２「ナノコーティングプロジェクトの研究概要」

３「最大歪記憶センサ開発と構造物健全性診断」

４「高密度・高配向CNTの応用開発と今後の展望」

５「JFCCの電子顕微鏡技術とナノテクノロジーへの貢献」

６「4H-SiCエピタキシャル膜の欠陥低減」

７「高離型性を有するセラミック型材料の開発」

８「アスベスト無害化技術について」

９「生体材料特性評価技術の開発と国際標準化」

・・・・・・・・・ グループマネジャー　岩本　雄二

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 部長　松原　秀彰

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 部長　松原　秀彰

・・・・・・・・・・・・ グループマネジャー　楠　美智子

・・・・・・・・・・・・・・・・ 部長　平山　　司

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 主任研究員　石川由加里

・・・・・・・・・・・・・・ グループマネジャー　北岡　　諭

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ グループマネジャー　高橋　誠治

・・・・・・・・・・・・・・ グループマネジャー　水野　峰男
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特別講演（東京会場） ポスター展示（東京会場）

ポスター展示（名古屋会場）特別講演（名古屋会場）



Japan Fine Ceramics Centerトピックストピックス

第4回プレス懇談会を開催

　ファインセラミックスセンターの「成果普及、広報」活動の一環として、マスコミ各社に対する積極的なＰＲ活動と
なりますプレス懇談会を６月１４日（水）ＪＦＣＣにて開催しました。　

　ご出席いただいた１４社の報道機関の方々に対し、検討中のナノテクセンター（仮称）構想について菊島専務理事か
らの概要説明の後、ナノテクノロジーへの貢献が期待されています微細構造解析関係の研究成果例２件を本年度のト
ピックスとして取り上げ、「超高分解能走査透過電子顕微鏡による結晶粒界界面での原子配列解析と超硬セラミック
ス工具開発」、「電子線ホログラフィーによるシリコン半導体内ドーパント分布解析と半導体デバイス開発における大
幅コストダウン」と題して、研究第一部平山部長より報告致しました。

　続いて、「ＪＦＣＣ材料技術研究の現状と研究開発方針」のタイトルで材料技術研究所の現状紹介とともに研究開発
活動に関する戦略ならびにナノ解析技術などについて、種村常務理事・新研究所長より説明をした後、透過型電子顕微
鏡などの実験室についての見学、取材をしていただきました。

　企業に必要な研究でありながら、個々の企業内では実施することが比較的困難な研究と言われます「電子顕微鏡解
析」と「計算材料設計」を融合しました最先端の科学的解析力である「ナノ解析技術」で産業界における「ものづくり」を
支えていくとしたナノテクセンター（仮称）のコンセプト、募金活動、将来見通しなど、幅広い観点で記者の方々と活発
な意見交換を行いました。

　後日、6件の関連記事が新聞紙面に掲載されました。
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菊島専務の説明 種村所長の説明

研究室見学平山部長の発表



新規なセラミックス製高温水素分離膜の開発と分離膜の
　　　評価・解析技術の開発

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

高効率高温水素分離膜の開発　プロジェクトの研究概要

図1. JFCC集中研究所におけるセラミック製高温水素分離膜の研究概要

［R-22］

多孔質支持基材 [細孔径：80-150 nm]

分離活性層
[細孔径：0.3nm] 

中間層 
 [細孔径:4-10nm]

［R-20］

［R-21］

ポリマープレカーサー
から分離膜材料への
変換プロセス解析

高分解能TEM観察用
試料作製技術

ナノ粒子分散シリカ膜
の微構造評価・解析

［R-18］ ナノ粒子分散シリカ膜材料の高温水素吸着特性評価・解析

［R-19］ シリカ系分離膜材料の高温FT-IRスペクトル解析
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高温の水素製造プロセスや炭化水素の脱水素反応等の高効率化を可能とする
高温水素分離膜の開発が望まれている

1. 背 景

高温反応プロセスへ応用可能なセラミック製高温水素分離膜の開発と、分離膜
の評価・解析技術の高度化を図る

2. 目 的

セラミック製分離膜の合成と評価解析の一体的な研究を通じて、新規な分離活
性層とメソポーラス中間層を開発

3. 成 果

・化学的手法を駆使した分子・原子レベルでの化学組成制御、ナノ～サブ
  ナノメートルスケールレベルでの多孔質構造制御

・ガス透過特性や吸着特性等と電子顕微鏡による総合的な評価・解析

1） 方法

2） 結果

［R-13］

［R-14］

［R-16］

［R-17］

新規水素親和性ナノ粒子
分散シリカ膜の開発

ナノ粒子分散シリカ膜材料
の化学構造解析

耐熱性非晶質SiC分離膜
の開発

耐熱・耐水蒸気性γ-Al2O3

系メソポーラス中間層の開発

［R-15］ 新規パルス法による陽極酸化アルミナ中間層 / 基材の開発     

250nm250nm 250nm250nm

［R-No.］は2006年度ＪＦＣＣ成果集参照



Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1
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謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクトの一環としてNEDOの
　　　　　委託を受けて実施したものである。 

参考文献 ： 岩本雄二ら, Membrane, 30[5], 247-253 (2005).

（1） セラミック製高温水素分離膜の応用
研究の推進

（2） 新規機能性多孔質部材としての応用
先の拡大

（1） 高水素選択透過性を有する新規ナノ粒子分散シリカ膜を開発

（2） 耐熱性非晶質SiC分離活性層、耐熱・耐水蒸気性γ-Al2O3系メソポーラス中間層を開発

（3） セラミック前駆体から分離膜への変換プロセス、分離膜の高温水素の透過・吸着特性、およ
び微細構造の総合的な評価・解析手法を構築

（1） 水素選択透過性能、耐熱・耐水蒸気性
の一層の向上

（2） 水素選択透過機構の解明
　　（電気化学特性等の評価）

4.  今後の展開

図2. 高効率高温水素分離膜の開発プロジェクトの研究開発の全体概要と開発中のセラミック製分離膜の特性レベル
［実施期間:H14年度～H18年度］

① 分離膜微細構造制御技術および
化学組成制御技術

② 膜モジュール化

③ 小規模モジュール実証研究

a-c ： 本プロジェクトによる開発膜(T=500 °C)

技術
中間層 / 多孔質支持基材

改質反応の促進
反応の低温化
(800 °C → 500 °C)

改質触媒

水素透過率 [mol･m-2･s-1･Pa-1]

選
択

性
, 
a
 (
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2
/N

2
) 
[-
]

従来の報告値 (水蒸気雰囲気では使用不可)
□：200℃≦T＜300℃ △：300℃≦T＜400℃  ○：400℃≦T≦500℃

◇ ： ドライ　　◆：水蒸気雰囲気 (70-90 kPa)

最終目標特性

新規ナノ粒子分散
シリカ膜の特性レベル

3） 成果のまとめ



ナノ構造制御により高機能コーティングを実現する
プロセス、材料、評価技術

コーティングは異種材料を組合せる材料技術として最も重要かつ広い応用性
を有する技術。ナノコーティングプロジェクトでは金属材料の基材に新機能を付
加するため、ナノ構造制御したセラミックスコーティングの基盤技術を確立

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
ナノコーティングプロジェクトの研究概要

プロセシング技術

新熱プラズマスプレー装置
高速PVD装置
高速CVD装置

コーティング界面工学の確立
コーティング材料設計科学の構築
コーティングデータベースの構築

機能・構造の設計・制御技術

低熱伝導化
熱的安定性

界面特性向上

新規材料
合成法（装置）

新規構造制御からの仕様追加

開発材料の提供

評価結果からの
フィードバック

パフォーマンスの解析・評価技術

界面力学特性
寿命・特性評価

信頼性、非破壊検査
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1. 目 的

航空機ジェットエンジンの高性能化を達成するため、タービン動静翼等の高温
部材に適用する高性能・長寿命TBC（Thermal Barrier Coating）システムを開発

1） 目的

TBCシステムは、1500℃以上の高温でも安定なポア制御セラミックスコーティ
ング、1100℃以上の温度域においても良好な耐酸化性を長時間保持するボンド
コーティングおよびNi基超合金単結晶母材から構成。各界面構造の最適化により
剥離寿命延伸

2） 内容

2. 研究内容（全体）

3. 研究内容（JFCC） 石川島播磨重工業との共同研究

熱処理時間 (h)

YSZ (従来材)

ZrO2-HfO2-RE2O3（開発材）

コーティングの熱伝導率に熱処理が及ぼす影響

ナノコーティング・プロセシング技術
電子ビームPVD開発

電子ビームPVD装置

電子ビーム

成膜室

高出力電子銃

最高 150 kW

予備加熱室

基材準備室

スティング機構

スティング

基材

2蒸着源

ナノ構造制御と高速成膜を両立

熱
伝

導
率

 (
W

/m
K
)

データ蓄積・体系化



Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
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4. 今後の展開 熱遮蔽効果、高温安定性、
耐剥離性の最適化

実用エンジン等の適用研究

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「ナノコーティングプロジェクト」の一環としてNEDOの委託を受けて
　　　　　実施したものである。

参考文献 ： 松原秀彰, セラミックス, 39(4),275-280 (2004).

熱サイクル試験

試験前

（1） ナノ構造制御により1500℃においても高い遮熱効果・
高温安定性を有するZrO2-HfO2-RE2O3系柱状遮熱層を
開発

（2） 遮熱コーティングシステムの耐剥離性を大幅に向上し
うるアルミニウム酸化物系の界面酸素バリア層を開
発

3） 成果のまとめ

航空機ジェットエンジン

新規開発したTBCシステムの構造

試験後

開
発

材
従

来
材

熱成長酸化層(TGO)の厚さに酸素バリア層が及ぼす影響

酸素バリア層なし

Oxidation time (Hr)Relational time (h:m:s)

T
e
m

pe
ra

tu
re

 (
℃

）

T
G

O
 t

hi
ck

ne
ss

 (
μ

m
)

バーナーリグ試験による熱遮蔽効果

高圧タービン

SEM像

セラミック
遮熱層

金属結合層

基材

TEM像

セラミック遮熱層

酸素バリア層

金属結合層

動翼



Japan Fine Ceramics Centerエアーポケットエアーポケット

ICIM9は、無機膜に関する国際会議で1989年にフラン
スで開催されて以来、2年に一度、各国持ち回りで開催
されている。今回は9回目でノルウェーのリレハンメル
で行われた。リレハンメルはノルウェーの首都オスロ
の北部に位置するリゾート地で、1994年には冬季オリ
ンピックが開催されました。町にはオリンピックに関
するモニュメント、スキー・ジャンプ台や博物館などが
ありました。
会議は24のセッションで6月25～29日の5日間開催
され、参加者は約200名、発表数は約240でした。技術動
向としては、近年の地球環境問題を反映して、水素及び
二酸化炭素を中心とした環境エネルギー関連に関する
研究発表が多く見られました。
私は口頭発表及びポスター発表をそれぞれ1件ずつ
行いました。JFCC全体では口頭発表3件、ポスター発表
8件を行いました。これは全体の発表件数の約5%を占
めました。同時にNEDOプロジェクト“高効率高温水素
分離膜の開発”プロジェクトの実証試験に使用してい
る分離膜モジュールの展示を行いました。口頭発表で
本プロジェクトの開発膜が報告例のないオリジナルな
もので、その性能は既報の多孔質無機膜文献値を大き
く上回っており、現在実用化されているパラジウム系
分離膜と同等であることをアピールしたところ、聴講
者にはかなりインパクトがあったようで連日、多くの
研究者がJFCCのブースを見学に訪れました

8

口頭発表

実証試験用モジュールの展示

ICIM9に参加して

1．  9th International Conference 
      on Inorganic Membranes (ICIM9)

オスロからリレハンメルまで電車で2時間ほど移動
しましたが、日本と異なり、車内で次の駅の案内などは
全くありませんでした。また、切符の販売場所も駅によっ
てまちまちで、リレハンメルではキオスクで販売して
おり、旅行者には分かりにくい面がありました。車窓か
らの風景は海と山が近接した自然豊かな風景が見られ
ました。

2．  ノルウェーの印象

材料技術研究所　ハイブリッドプロセスグループ
副主任研究員　永野　孝幸

ポスター発表
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白夜　AM3:00

白夜　AM6:00 ＩＣＩＭ１０の案内

1984年冬季オリンピック　スキー・ジャンプ台

一つの国際会議で数多くの研究発表とブース展示を
同時に行うことで学会に参加した研究者にはJFCC、研
究成果及びNEDOプロジェクトについて、かなりアピー
ルすることができたと思われます。また、他の研究機関
と比べてJFCCの開発膜の性能及び電子顕微鏡写真のクォ
リティの高さには特筆すべきものがありました。2年後
はICIM10が東京で開催される予定になっており、今回の
発表及び展示に興味を持った多くの研究者がJFCCを訪
問して頂けるのを楽しみにしています。

3．  おわりに

ノルウェーは緯度が高いのですが、訪問した6月は10-
20℃の気温で快適でした。温暖な気候は、アメリカ大陸
から大西洋を渡って吹く貿易風と赤道からノルウェー
海へ向かって北へ流れる暖流によってもたらされてい
るそうです。さすがに夜は冷えますが、白夜で真夜中で
も夕方のような明るさでした。
公用語はノルウェー語ですが、英語が通用するので

特に不便さは感じませんでした。
食事は多少味付けが濃いことを除くと日本人にはあ
まり違和感のないものでしたが、一番驚いたのは物価
でした。ハンバーガー１個が約1000円、コーラ1杯が約
400円と日本の3倍から4倍の高さです。車も日本の1Lク
ラスの大衆車が約500万ですので、いくら社会福祉が充
実していても、ここで生活するのは大変ではないかと
思いました。
ところが、実際に話を聞いてみるとノルウェーは北

海とノルウェー海に油田があり、ヨーロッパでは一番
豊かな国のようで、平均月収は約100万円だそうです。
また、国民の多くはヒッタと呼ばれる別荘を持ち、休日
をヒッタで過ごすそうです。治安は良く、雰囲気ものん
びりしています。日本人がイメージしているバイキン
グ＝漁業国とは全く異なっているようです。
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2006年6月に高温水素分離膜プロジェクトにて研究
を行っている成果を発表するため、9th International 
Conference on Inorganic Membranes (ICIM9)に参加して
きました。 ICIMは、無機膜に関する国際会議で2年毎に
行われます。1998年には名古屋でも開催されており、今
回で9回目です。会議は、6/25～29にノルウェーのリレ
ハンメルで開催されました。今回の参加者は、およそ
250名でそのうち40名程度が日本人でした。会議は、主
に金属・合金膜、セラミック膜、ゼオライト膜、イオン導
電膜、膜反応器などの分野に分けられていました。私は、
ポスターにて発表しました。見学者も多く、いろいろな
意見を伺うことができ、大変勉強になりました。また、
情報収集のため、金属・合金膜のセッションとセラミッ
ク膜のセッションを聞いてきました。ガス分離膜の作
製及びその評価に関して、様々な情報が得られ、大変有
意義でした。
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ポスター発表

学会会場のラディソン・SAS・リレハンメル・ホテル

ノルウェーでのICIM9に参加して

1．  ICIM9 （藤崎　真司）
リレハンメルは、首都のオスロから北へ約130km、列

車にて約2時間のところに位置します。人口が2万5千人
程の小さな街なのですが、ご存じの通り、1994年には冬
季五輪が開催された日本でも有名な街です。今回の学
会会場であるラディソン・SAS・リレハンメル・ホテルの
近くには、スキーのジャンプ台があり、また、街中のマ
ンホールの蓋に五輪のマークが施されているなど、街
のあちこちに当時の面影が残っていました。

日本人からみたノルウェーといえば、「白夜」や「フィ
ヨルド」などの大自然的なものをイメージしてしまい
ますが、まさしくその通り、ノルウェーへ向かう途中の
飛行機から眼下を見下ろしたときに、「森と湖しかない
ような国だ。」と率直に思いました。そして、ノルウェー
では、この時期は白夜のため、深夜になってもまだ明る
く、日本とはまったく異なる日照時間に大変困惑しま
した。多くの方が「白い夜」という言葉のイメージから、
非常に幻想的なものを想像しがちだと思いますが、実は、
白夜とは「いつまでも夕焼けが続き、そしていつの間に
か朝焼けに繋がる。」というものでちょっと想像を膨ら
ませ過ぎていたと感じました。

2．  ノルウェー・リレハンメル市内の状況 （藤崎　真司）

材料技術研究所　研究第一部　微構造解析・計算グループ
研究員　藤崎　真司

材料技術研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスグループ
研究員　森　　博
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SINTEFにて

夕食会

ICIM9終了後、プロジェクトリーダーの中尾真一先生
らとSINTEFを訪問するためにリレハンメルから電車で
約3時間のオスロへ移動しました。オスロは、ノルウェー
の首都で昔ながらの街並みと近代都市機能が同居して
おり、非常に環境のよい街です。また、画家ムンクを生
んだ街としても有名です。訪問先のSINTEFは、オスロ郊
外に位置し、エネルギー化学、材料化学、海洋科学など
７つの部門から構成され、総従業員数が1500人を超え
るヨーロッパ有数の研究機関です。研究資金は、ノルウェー
国内のみならずヨーロッパ各国から調達しており、産
業面との連携も強いことから例えるなら大規模なJFCC
というところでしょうか。S INTEFでは、IC IM9の
Conference ChairであるBredesen氏の研究室を訪問致
しました。同研究室在籍の熊切氏案内の元、主にPd系の
水素分離膜の研究設備を見学させて頂きました。 クリー
ンルームなど設備面が充実していることに加えて、セキュ
リティーシステム、研究所の説明用パンフレット、安全
器具の貸し出しなどの面で外部訪問者を意識した作り
になっていることが印象に残りました。

今回の学会及び研究所訪問は、無機分離膜の最新情
報を得ることができたことに加えて、様々な研究者と
交流することができたことが非常に刺激になりました。
最後に、今回の出張にご協力いただいた皆様にこの場
を借りて御礼申し上げます。

*The Foundation for Scientific and Industrial Research at the 

Norwegian Institute of Technology

3．  SINTEF* 訪問 （森　博）

JFCC の動きJFCC の動き

６月３０日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第二部　主席研究員

７月３１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員

８月１日付
　出向受入
　　材料技術研究所　研究第二部　副主任研究員

８月３１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究企画部長　主幹研究員

９月１日付
　出向受入
　　材料技術研究所　研究企画部長　主幹研究員

片山　哲也　（住友電気工業（株）へ）

山田　達也　（中部電力（株）へ）

河合　孝文　（中部電力（株）より）

酒井　武信　（トヨタ自動車（株）へ）

坂元　秀光　（トヨタ自動車（株）より）

人の動き
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「新経済成長戦略」について

　「新経済成長戦略」については、産業構造審議会新成
長政策部会での審議等を踏まえ、平成１８年３月に中
間とりまとめを行った。その後、同部会での審議、経済
財政諮問会議での議論、パブリックコメントに対する
意見募集など、様々な方から御意見をいただき、平成１
８年６月９日（金）とりまとめを行った。（参考1：「新経
済成長戦略」策定の経緯）

1． 経緯

　我が国経済は、産業の空洞化、金融危機、デフレの進
行などの難題をようやく克服し、着実な回復軌道にある。
しかしながら、中長期的には、少子高齢化と人口減少、
厳しい環境・エネルギー制約、巨額の財政赤字、国際競
争の激化など、構造的で早急な対応が迫られる課題を
抱えている。中でも特に深刻な問題は、我が国が主要先
進国で初めて継続的に人口が減少する社会に直面して
いるということであり、これは、供給サイドのみならず
需要サイドにおいても経済成長の制約要因となる。

　我が国はこのような逆風の中にあるが、社会保障制
度を持続可能なものとするためにも、また、財政再建を
実現可能なものとするためにも、経済成長を図ること
が不可欠であると考えられる。「新経済成長戦略」は、「技
術革新」、「生産性向上」、「アジアのダイナミズム」など
を梃子として、人口減少下においても国富の増大を図
る「新しい成長」を実現するための道筋を示したもので
ある。

「新経済成長戦略」の構成としては、「国際競争力の強化」
と「地域経済の活性化」を二本柱としている。これは、今
後大きな発展が見込まれる「アジア」と、回復が遅れて
いるものの潜在的には成長が期待できる「地域経済」に
焦点を当てたものであり、それぞれにおいて「イノベー
ションと需要の好循環」のメカニズムを働かせること
が重要と考えられる。
　加えて人材、生産手段やインフラ、金融、技術、更にそ
れらを統合的に活用する経営力といった、いわば経済
の基礎体力とも言うべき５つの横断的施策についても
検討した上で、そのような施策の実行などを前提とし
た経済成長率の試算を行っている。（参考2：「新経済成
長戦略」の全体像、次ページ）

（注）労働力人口が年率１％程度増加している米国では、経済成長率
において概ねプラスに０．７％影響を与える一方で、我が国にお
いては、労働参加が進まない場合、今後１０年間に労働力人口が
４００万人減少する見込みであり、これはマイナスに０．４％影
響するものと考えられる。すなわちこの段階で米国とは、将来の
経済成長率見込みにおいて１．１％の差異が生じており、これを
埋め合わせるための努力が求められる。

2． 「新経済成長戦略」の全体像

　「国際競争力の強化（国際産業戦略）」では、例えば、次
のような施策を提言している。

成長著しいアジア諸国は、生産基地、投資対象及び消
費市場として我が国の成長にとって不可欠の存在で
ある。例えば、製造業において我が国企業は、日本で
新製品を開発し、それを製造するマザー工場を有し、
そのような高付加価値製品については日本で量産し
ている。一方で、汎用的な製品の量産は海外（特にア
ジア）の製造拠点で行い、基幹部品は日本から供給し
ているという協働的な国際機能分業が見られる。（参
考３：東アジア域内の工程間分業の進展）
そのようなアジアなど近隣諸国の発展に貢献し、共
に成長することを実現するため、実態として進行し
つつあるアジアと日本の一体化を前提に、ヒト、モノ、
カネが一層自由に流れるような各国の事業環境を整
備していくことが重要であり、アジア諸国との経済
連携協定（ＥＰＡ）の締結、対日投資の促進、「アジア
人財資金（仮称）」構想の推進などを行う。

3． 国際競争力の強化（国際産業戦略）
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経済産業省　経済産業政策局
産業再生課

①日本とアジアの成長の好循環

平成17年
12月8日

平成18年
1月20日
1月2日
2月1日
2月27日

3月7日
3月16日

3月22日
3月23日
3月28日
3月29日
4月7日
4月19日
4月24日
4月27日
5月10日
5月15日
5月18日
5月22日
5月31日
5月9日

二階経済産業大臣記者会見（新成長戦略策定の方針を発表）

小泉総理大臣施政方針演説（新たな成長戦略を検討する旨表明）
第1回・産構審新成長政策部会（全体、地域経済活性化）
経済財政諮問会議（新経済成長戦略の概要）
第2回・産構審新成長政策部会

（国際、サービス産業の革新、ＩＴ、中小企業、横断的分野）
経済財政諮問会議（地域活性化）
第3回・産構審新成長政策部会（中間とりまとめに向けた審議）
経済財政諮問会議（人財立国）
二階経済産業大臣記者会見（目指すべき経済成長の姿）
第4回・産構審新成長政策部会（中間とりまとめ）
二階経済産業大臣記者会見（ＧＮＩ基準の重要性を指摘）
経済財政諮問会議（中間とりまとめの報告）
経済財政諮問会議（グローバル経済戦略）
経済財政諮問会議（技術革新、制度インフラ）　
第5回・産構審新成長政策部会（最終とりまとめに向けた審議）
経済財政諮問会議（人財立国）
経済財政諮問会議（経済成長戦略大綱、サービス産業と金融の革新）
第6回・産構審新成長政策部会（とりまとめ案につき概ね了承）
経済財政諮問会議（経済成長戦略大綱、ＩＴ、コンテンツ）
財政経済一体改革会議　第１回会合
経済財政諮問会議（経済成長戦略大綱、新・国家エネルギー戦略）
新経済成長戦略 とりまとめ

「新経済成長戦略」策定の経緯

参考１　「新経済成長戦略」策定の経緯

（注）このほか、とりまとめまでの間に、日本経済団体連合会、日本商工会議所、経済同友会、
主要業界団体との意見交換、地方で開催された「一日経済産業省」、地方経済産業局長会
議等による意見聴取、OECD、APEC等の国際会議での検討状況の説明、広く国民一般から
のパブリックコメントの聴取等が行われた
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産業

・世界のイノベーションセンター化
・多様な地域産業の育成
・ＩＴによる生産性向上
・サービス産業の革新

アジア

日本の成長とアジアの成長の好循環

・アジア諸国との協働
・アジアの成長を牽引
・役割分担の高度化

国内

地域におけるイノベーションと需要の好循環

・新たな国内需要の喚起
・良質な就業機会の創出
・地域の活性化

新経済成長戦略新経済成長戦略

１． 「新経済成長戦略」が目指すもの

○人口減少下での「新しい成長」：諸政策を戦略的に推進し、主要先進国で戦後初めて継続的に人口が減少するという逆風の下でも「新しい成長」が可能なことを示す。
○イノベーションと需要の好循環：「日本の成長とアジアの成長の好循環」、「地域におけるイノベーションと需要の好循環」という2つの好循環が成長に貢献。
○製造業とサービス産業が経済成長の「双発エンジン」：GDPの7割を占めるサービス産業が「もう一つの成長エンジン」となるよう生産性向上運動を広く展開。
○改革の先に見える明るい未来：社会保障制度の持続可能性維持、歳入・歳出一体改革による財政再建のためにも経済活性化が不可欠。

５． 日本経済の展望（試算結果）

４． 横断的施策（横断的５分野のイノベーション）

○「新経済成長戦略」の各政策の努力目標が達成された場合、2004年度から2015年までの間、
　－一人当たり実質GNI（国民総所得）は平均年率2.5%程度の成長を見込む。（2015年度の国民１人当たりのGNIが、現在と比べて約3割増加）
　－平均年率2.2%程度の実質GDP成長率を見込む。

２． 国際産業戦略

（前提）
・物価上昇率（GDPデフレーター）は２０１０年度にかけて年率１．５％にまで上昇、以降一定
・２０１１年度にプライマリーバランスを黒字化
・長期金利は名目成長率と同じ値が基本

参考2　「新経済成長戦略」の全体像

ヒト（人財力）

将来を担う人財への投資／『人財立国』

○２１世紀の成長センターであるアジアの発展に貢献し、共に成長（EPAの
迅速な締結、協働環境の整備、エネルギー・環境協力）

○イノベーションの加速化（戦略研究分野への集中・加速・双方向連携を図
る「イノベーション・スーパーハイウェイ」構想の推進）

○世界をリードする新産業の創出（ロボット、新世代自動車向け電池、先進
医療機器・技術（ガン対策等）、次世代環境航空機等）

○対日直接投資の促進
○内需依存型産業の国際展開支援（農業・食品、観光、日用品、ファッション等）
○世界トップクラスのＩＴ経営の実現による生産性の向上（「ＩＴ生産性

向上運動」）

◆複線的な人材育成パスの形成等（モノ作り、IT、サービス等の専門家育成）
◆教育の産学連携（工業高校、高専、専門職大学院での実践的な教育）
◆「モノ作り博士」（技術者等を小中学校に派遣、理数系教育を強化）
◆「アジア人財資金（仮称）」（アジアの優秀な人材の留学・研究、若者交流を

支援）

３． 地域活性化戦略

○クラスター政策の推進（ ５年間で４万の新事業創出）
○複数市町村圏単位で特色ある地域産業を振興
○新たな政策目標としての「就業達成度」の設定
○地方活性化総合プランの実行
○地方自治体が自立的・安定的に地域経営に取り組むための制度基盤を整

備（地方交付税制度・地方の法人所得課税の見直し）
○「地域資源活用企業化プログラム」、再生・再起業の推進等、地域経済と雇

用を支える中小企業への一層の総合的支援。
○小規模・零細企業の振興
○サービス産業の革新（「サービス産業・生産性向上運動」）

モノ（生産手段・インフラ）

生産手段の新陳代謝促進／戦略的なインフラ整備

◆減価償却制度の抜本的見直し
◆アジアとのゲートウェイとなる港湾等国際物流拠点の機能強化・アクセ

ス向上、国際物流競争力のための官民連携の強化

カネ（金融）

1,500兆円の家計金融資産は重要な資源／リスクマネー
供給活性化やアジア全体の金融資本市場整備

◆「電子債権法（仮称）」の制定等を通じた動産債権担保融資の促進
◆東アジア資産担保証券市場の拡大
◆「日本型預託証券（JDR）」の導入

ワザ（技術）

先端分野での融合や産学官の協働を促進

◆新世代自動車向け電池、次世代環境航空機、先進医療機器・技術（がん対策
等）など、先端的融合分野での産学連携によるイノベーション創出の促進

◆革新的ベンチャー育成　
◆特許審査迅速化、国際標準化や計量標準の整備

チエ（経営力）

ヒト、モノ等の知的資産を最大限に活かすための経営の強化

◆知的資産経営の推進（改正会社法、ＬＬＰ、新たな信託法制等の活用等）
◆国際競争の実態を踏まえた独禁法上の企業結合審査の基準の明確化
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　「地域経済の活性化（地域活性化戦略）」では、例えば、
次のような施策を提言している。

4． 地域経済の活性化（地域活性化戦略）

効果的な産業政策の推進のため、複数市町村圏単位
での特色ある地域産業振興を行う。

①複数市町村圏単位での地域活性化の推進

就業率（65歳以上の高齢者も含めた就業率）に加え、
就業満足度等を加味し、これらを総合して「就業達成
度」として指標化し、前年からの改善度や他地域との
差を地域活性化の目標とする。

②新たな政策目標指標としての「就業達成度」の設定

「地方活性化総合プラン」を実行し、中小企業支援策
とあいまって、5年間で1,000の新たな取組の創出を
図る。具体的には、製造業や一次産業等の新展開、観
光産業化の推進、コミュニティ・ビジネスの振興など
を行う。

③「地方活性化総合プラン」の実行

世界のイノベーションセンターとして、自動車、家電・
電子産業の後継となる世界最先端の産業を育てるた
め、新世代環境自動車向けの革新的電池技術、がん撲
滅にむけた先進医療機器・医療技術、次世代環境航空
機の開発などを行う。
そのためには、産業界、学界、公的機関、政府が連携し、
研究から市場へ、市場から研究へと、双方向で鋭い軸
が通るようなシステム改革が重要であり、戦略研究
分野への集中・加速・双方向連携を図る「イノベーショ
ン・スーパーハイウェイ」構想を推進する。

②世界のイノベーションセンター

産業全般にＩＴの革新的な利用・活用を進めて生産
性の向上を図るため、世界トップクラスの「ＩＴ経営」
の実現など「ＩＴ生産性向上運動」に対する支援など
を行う。

③ＩＴによる生産性の向上

対先進諸国（最終消費）

最終財

最終財 生産者による資本蓄積

消費財 家計、政府による消費

日本,NIEs（部品生産）

東アジア域内の工程間分業の進展

中間財

加工品
付加価値の高い中
間財を国内で生産

部品

中国,ASEAN（組立）

＜日本、NIEsから中国、ASEANへのへの中間財（加工品・部品）の貿易額の推移＞

240億ドル（1990年）→1,820億ドル（2003年）

最終財を
消費地へ
輸出

中間財を労働集約
的な工程に強みを
持つ国へ輸出

最終財

最終財
中間材の
組立てにより
最終材を生産消費財

中間財

加工品

部品

資本集約工程
労働集約型工程

＜中国、ASEANから対日本、
米国、EU、韓国、台湾への
最終財（資本財・消費財）の

貿易額の推移＞

520億ドル（1990年）
↓

3,480億ドル（2003年）

参考3　東アジア地域内の工程間分業の進展
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　「新経済成長戦略」では、現在進行中の構造改革が引
き続き推進され、本戦略で掲げた各政策の努力目標が
達成された場合、２０１５年までの間、年率２.２％の実
質ＧＤＰ成長率を見込んでいる。
　一方、経済がグローバル化する中、国民の真の豊かさ
を測る物差しとして、実質ＧＤＰ成長率に、海外からの
利子・配当等の純受取額などを加えた実質ＧＮＩ成長
率が重要となってきている。この実質ＧＮＩ成長率に
ついては、２０１５年までの間の平均で、年率２.４％を
見込んでいる。１人あたりの実質ＧＮＩ成長率を物差
しとすると、２０１５年度には、２００４年度に比べ、
約３割増加するという見込みとなった。

6． 日本経済の展望（試算結果）

　財政経済一体改革会議（総理、関係閣僚と与党幹部で
構成される政府与党協議会）では「歳出歳入一体改革」
と並ぶ車の両輪として、新経済成長戦略やグローバル
戦略などを統合し、他省庁の成長政策も含めた「経済成
長戦略大綱」を策定した。この大綱は、骨太方針２００
６（経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００６）
にも反映され、概算要求基準では３０００億円規模の「経
済成長戦略推進要望」も設定された。（９月初旬現在）

7． 「経済成長戦略大綱」について

　「新経済成長戦略」では、いわば経済の基礎体力とも
言うべき５つの横断的な分野についても検討を行った。

5． 横断的施策

人口減少下でも国富の増大を図る「新しい成長」を実
現していく上では、一人ひとりの能力を高め、生産性
の向上とイノベーションを実現する優秀な人材を育
成することが最大の鍵である。このような認識の下、
人材育成パスの複線化といった教育・人材育成シス
テムの柔軟化、産学連携の推進による工業高校等に
おける実践的教育の充実など、「将来を担う人財のた
めの投資」を思い切って進めるとともに、産業界、学校、
地域・家庭の力を結集し、「人財立国」日本を目指す。

①ヒト ： 人財力のイノベーション

生産設備の老朽化が進む中、資本生産性を上げるた
め生産設備の新陳代謝を進めることが重要であり、
減価償却制度を抜本的に見直すことで、技術革新を
反映した新規設備への更新を後押しする。また、アジ
アとの「距離」を縮め、競争力を高める物流インフラ
を戦略的に整備する。

②モノ ： 生産手段とインフラのイノベーション

天然資源の乏しい我が国にとって、約1,500兆円の家
計金融資産は成長のための重要かつ貴重な資源であ
り、リスクの高い分野、アジア諸国などへの新しい資
金の流れを作っていくことが重要である。このため、
地域金融の目利き能力向上、東アジア資産担保証券
市場の拡大などを図ることで、金融のフロンティア
を拡大し、経済成長を支えるリスクマネーの供給を
活性化する。

③カネ ： 金融のイノベーション

産業再編・事業再編に向けた制度の活用の促進など、
多様な制度インフラを整備することで、ヒト、モノ、
カネ、ワザといった知的資産を最大限に活かす「チエ」
（経営力）の強化を図る。

⑤チエ ： 経営力のイノベーション

コスト競争力だけでは新興国に対抗することが困難
な我が国にとって、高い付加価値を創出する高い技
術力を持つことが極めて重要である。産学官協働に
よる革新的な研究開発や産学連携による人材育成拠
点の整備等を通じた異分野融合・協働の促進、革新的
ベンチャーの育成などにより、イノベーションを促
進するとともに、その成果を効果的に成長へと繋げる。

④ワザ ： 技術のイノベーション

中小企業は、地方において広い裾野を形成し、地域の
経済と雇用の大宗を支えている。したがって、地域経
済の活性化には、こうした多数の中小企業の知恵と
やる気を活かし、中小企業が活力をもって事業展開
していくことが極めて重要である。このため、地域資
源を活用する中小企業に対する総合的な支援策（地
域資源活用企業化プログラム）、中小小売商業振興を
通じたまちづくりプロジェクトの推進、モノ作り中
小企業の振興、中小企業の再生・再起業の推進、地域
活性化のための新たな金融手法・主体の活用などを
行う。

⑤地域中小企業の活性化

サービス産業は、我が国の生産、雇用の7割弱を占め
る一方、その生産性は、多くの分野で欧米を下回って
いる。今後とも我が国経済が成長し、地域の活力を維
持していくためには、サービス産業の革新を図るこ
とが不可欠である。このため、人材育成やIT利活用な
ど「サービス産業生産性向上運動」の展開、サービス
統計の充実・整備といった政策インフラの抜本的充実、
健康・福祉サービスや観光・集客サービスなど今後の
発展が期待されるサービス分野に焦点を当てた分野
別の対応などを行う。このような施策を行うことで、
製造業とともにサービス産業が、我が国を支える経
済成長の「双発エンジン」として機能することを目指
す。

⑥サービス産業の革新

自立的・安定的地域経営のための基盤整備を目的と
して、地域の努力が報われる地方交付税制度の構築、
地方の法人所得課税の抜本的見直しによる地方税収
構造の再構築などを行う。

④地方自治体が自立的・安定的に地域経営に取り組むた
めの基盤整備
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13：00～13：05

開催要項

プログラム

京都大学　大学院工学研究科　教授　　平尾　一之　氏

開会挨拶

14：45～15：00 休憩

17：00～17：05 閉会挨拶

13：05～14：05
基調講演 「ナノガラス開発の成果と今後の展望」

（株）日立製作所　日立研究所材料研究所　電子材料研究部　　　　　　　　　　　　　　　　

ナノ機能材料ユニット　主任研究員　　山本　浩貴　氏

14：05～14：45

講演 1　「大容量DVD用集光機能性ナノガラス薄膜」

（独）産業技術総合研究所　関西センター　光技術研究部門　主任研究員　　村瀬　至生　氏
15：00～15：40

講演 2　「半導体ナノ粒子からの発光」

（株）資生堂　特許部　部長　　福井　寛　　氏
15：40～16：20

講演 3　「ナノマテリアルと化粧品」

（株）村田製作所　材料開発センター　機能材料研究部　部長　　和田　信之　氏
16：20～17：00

講演 4　「ナノ誘電体材料の開発と応用　-BaTiO3誘電体材料のサイズ効果の検討-」

日　時

場　所

定　員

参加料

申し込み方法

申し込み・問合せ先

２００６年１０月２０日（金）１３：００～１７：０５

名古屋国際会議場　１号館４階　１４１～１４２会議室　　名古屋市熱田区西町１－１　
ＴＥＬ 052-683-7711 地下鉄名城線　西高蔵駅または日比野駅より徒歩１５分

３００名（定員になり次第締切）

無料（要申込）

参加申込書に、団体名・住所・電話およびＦＡＸ番号・emailアドレス・氏名をご記入いただき、
ＦＡＸでお申し込み下さい。なお、ＦＡＸの送信控を参加証とさせていただきますので、
当日会場にご持参下さい。

（財）ファインセラミックスセンター　事業部　水谷
〒456-8587　名古屋市熱田区六野二丁目４番１号
ＴＥＬ 052-871-3500　ＦＡＸ 052-871-3503     http://www.jfcc.or.jp/26_event/index.html

主催　（財）ファインセラミックスセンター（ＪＦＣＣ）、名古屋市

ファインセラミックスシンポジウム２００６開催のご案内

「ナノマテリアルの現状と将来展望
～セラミックス、ガラスの応用を中心として～」

　第一線でご活躍の専門家の方々に、わかりやすくご講演いただきます。多数の皆様がご参加下さいますようご案内
申し上げます。


